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品質性能試験報告書

試験結果は以 ドのとおりでj・iる ことを

証明する

試 験 名称

依 頼 者

木 造 建 築 用 接 合 金 物 を 使 用 L′ た 接 合 部 の 引 張 試 験

会 社 名 :株式会社 エス 。ジー・シー

リi 在 地 :茨城県結城Fll八千代町佐野665-1

1.接合金物

名   称 :本造建築用柱脚仕日金物
商 品 名 :JS loo
用   途 :柱一土台桜合部に使用する金物 (中柱型)

寸   法 :109× 85tul,厚 さ 6111u(図 -2参照)

材   質 :図 -2の化学成分及び機械的性質を満足する一般用熱FH3圧延軟鋼板
表 而 処 理 :カ チオン電着塗装

2.接 合 具
DP-103を 柱側 1本,土台側 2本使用

3.使用all組

柱 :同一等級構成構造用集成材,E105-F345,お うしゅうあかまつ, 105X105nlnl
■台 :対称異等級構成構造用集成材,E105-「 300,お う[ノ ゆうあかまつ,105X10511111

4.試験体数 7体 (う ち 1体は予備試験体)

参  1照 :メ1 1及び図 2(試験体の形状・寸法)

木造軸組工法住宅の許容応力l交設言|(監修 :国上交通省住宅局建築指導課・木造住宅振
興室,企画編集・発行 :財団法人日本住宅 。本材技術センター)の 2章 1本造軸組工法
住宅の各部要素の試験方法と評価方法」に従 pヽて行つた。その詳細を表-1に示す。

試 験 体
(依 頼 者

提出資おり

試 験 方 法

試験 結 果

短期基準弓1張耐力{Pot):11.3kN
ただし,オキ:及 び |:台 にはおうしゅつあかま 耐力算定基礎資料 :表 -2
つ集成材を使用し,土台固定用のアンカー 荷重一変位曲線 :図 -3～図-5
ボル トの位置は,柱心からそれぞ孝L200111nl 破 壊 状 況 :写真-1～写真-6
とする。

試 験 期 1薔 J 平成21年 11月 16日

構造グループ  統括リーダー  高  橋     仁
試験 責任 者  室  早  啓  和
試験 実施 者  高  橋  慶  大 , 小  山  博  山

中 央 試 験 所

担 当 者

試 験 場 所

(財)建材試験センター
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発行番号 :第 09A2:4 6号

単位 llun

…2‐ ψ12貫 通固定点
アンカーボル ト
角座金 W4.5X40

1帥 3

柱    ・樹積 :お うしゅうあかまつ 同一等級構成構造用集成材 E105-F345  積層数 :5  +肱 :105x105x90o

土台   ,樹種 :お うしゅうあかまつ 対称異等級構成構造用集成材 E105-F300  積層数 :4  寸,ス :105X105X!000

試験体
使り11仙 ‖l

台水準 % 格店 g/cm8

置 号 番 号 柱 土台 柱 十台

0 桂 (お う1′ ゅうあかまつ)

同一等級構成構造用集成4j

寸法 :105× 105mm

i台 (お うしゅうあかまつ)

対前、井等級構成構i置用集lt14

」法 :105X105Ш Ш

1

2

3

1

b

6 I〕 41

(注 )含 水準及び密度は,試験終 J′ 後にυutt L′ たlL● である。なお,含水準は

測1'データ (6綺所)の平均倍を示した.,

巨 ■屯I‰ |

[依 頼者提出資料]

試験体記号 i Cl

―

」

図-1 試験体

(財 )建材試験センター
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発行番号 :第 09A2146号

接合金物

商 品 名 :JS-100

材  質 :下記の化学成分及び機械的性質を満足する一般用熱間圧延軟鋼板

化 学 成 分 i C10_15%以 下),Mn 10 60χ 以下),P10.050%以 下)

S10.050%以 下)

機械的性質 :引 張強さ 270N/mm2以 上。伸び 31χ以上,曲 げ試験で試験片の外側にき裂が生じないこと

表面処理 :カ チオン電着塗装 膜厚 15μ m

接 合 具

製 品 名 :DP 103

材  箕 :Q215 GB/T701-2008

表面処理 :電気亜鉛めっき及び有色クロメー ト

…

(注)材質に示すGBは中国国家規格である。

単位 mm

1依頼者提出資料]

試験体記号 :じ |

‖

試験体 (接合金物及び接合具 )

(則 )建材試験センター

ー3/8-

繰f

餅
」|

図-2



Ｆ麟
腫
にな
農
Ｆ
ケ
ーー
タ
れ

|:___

表-1

発行番号 1第 09A2146号

試験方法の詳細及び短期基準引張耐力算出.方法

1.力Π力方法

力「力は,200kN自 動コントロール式加力試験機 (ロ ードセル容量 :+100kN,ヒ スデリシス :

+0_2釈01非直線性 :± 0.2%RO)を 使用 Lノ て,次の舶,'で行った。

(1)試験体No.0は 予tri試験とし′,単調加力による引張荷重を破壊に至るまで連続的に加えた。そ
の結果より降伏変位δyを求めた。

(2)試験体 No l～No Oは本試験とし,一方向繰返し加力による引張荷取を加えた。繰返しは,予
備試験で得られた降伏変位δyの 1/2, 1, 2, 4, 6, 8, 12, 16倍の順で鰤 回
行つた。最大荷重に達した後,最大樹i重の80%の荷重に低下するまで又は破襲が確認さオ1

るまで加力した。
(3)最大荷重は破壌荷重時の変位が 30口鵬以下の場合には,こ オ1を最大荷重としノて扱い,30皿 を

越′る場合にlt, 30 mm以 内の最高荷重を最大荷重とL′ た。
2.変位測定
変位のiFur定 は,柱の上 ド方1向 変位及び柱と土台の相対上下方向変位について,電気rt変位計 (容

量l1001ml,感 度 :100X106ん],非直線性 :0.1%RO及 び容量 :50■乱,感度 :200X10° /1Ⅲ ,非直線
性101%R聯 を使用して行った。

単位 nm

(注 11変 位 」1及 び δ2は 下式 による。

0桂の上下方向変位

01=(DGl+DG2,/2

0桂 と士台の相対上下方向変仲

δ2■ {Dli3+D liイ )/2

Dnl～ DG4:電 気式変位計
Dは11030 2.操 返し加力の変位には∂1を 用いた。

3固定点のボル トの締
`lり

:ま ,手締めとした。

試験機荷 菫

舎

試 験 方 法

短 期 基

]1張 llol

(P ot)

価
1/´騰 、̈  

「

準

力

引張試験方法 (中柱寧)

1.包絡線の作成
包絡線の作成は,次の手順に従って行った。
(1)接合金物を1個 1組で試験を行った場合は,試験機荷重を接合金物 1個の荷重とする.

(2)1個の接合1ド で 2以上の変位を測定した場合は,その平均fr」 を接合部 1,個 C)変位と1‐ る。
(なお,本接合金物は,土台を固定するアンカーボルトに,仕様 (M12)と 設置位置 (柱心から
そヤtぞれ 2001ulnの 位置 2筒所)が限定されており,杵脚の変位には L台の損傷やアンカー

ボル トの性能が影響を及ぼ可と考えらオ
´
じるため,包絡線の変位には柱の上下方向変位δl

を用いた。)

2.短期基準」1張耐力の算出

短期基準引張耐力は,降伏耐力Py又は最大荷里の2/3の平均値に,それぞれのばら■,き係数
を乗じて算出し′た値のうち小さい方の値とした。なお,ばらつき係数は,母集剛の分布形を正規分
布とみなし,統計的処理に基づく信頼水準 75%の 95%下側許容限界値をもとに次式より求めた。

ばらつき係数=l CV`k   ここに,CV:変 Ell係数, k:2.336(11=6)
また,降伏耐力Py,初期岡」性K,終局而1カ Pu及び構治特1■ 係数Dsは ,荷重 ―変位曲線の包

絡線より,次の手順に従って求めた。
(1)包絡線上の 0.l P ttdxと 0.4P冊とxを結ぶ直線 (第 IIドニ線)を 引く。

(2)包絡線上の0.4Pllaxと 0,9 Pttdxを 結ぶ直線 (第 E直線)を ]lく 。
(3)包絡線に接するまで第Ⅱ直線を平行移動し,こ れを第Wiれ繰とする.

(4)第 I直線と第Ⅲ直線との交点の荷重を降伏耐力Pyと し,こ の点からXl噛 に平行に直線 (第

Ⅳ直線)を 引く。
(5)第Ⅳ直線と包絡線との交点の変位を降伏変位δyとする。

(6)原点と (Oy, Py)を 結ぶ直線 (第V直線)を初期‖1性 K単定めるY

(7)最大荷重後の 0 8 Pmax荷重低
‐
F域の包絡線 Lの変位又は 30硼 のいずオ1`か小さい変位を終局

変位011と 定める。

(8)包絡線とX軸及びδuで国まれる面積をSと する。
(9)第 V直線とδuと x軸及びX軸に平イJiな直線で日まれる台形の面積力iSと等 Lノ くなるように

X軸に平行な直線 (第Ⅵ直線)を け|く 。
(10)第 V直線と第Vl直線とCrpす点f7D荷 重を完全弾塑性fEデ ルの降伏耐力と定め,こ 才Lを終局耐力

Puと 読み替える。そのときの変位を完全弾塑性モデルの降伏点変位δvとする。
(H)(δ u/″ δv)を塑性率μとする。
(12)塑性率μを用いて,Ds=1/J(2五 11)とするハ

(財)建材試験センター
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発行番号 :第 09A21/16号

表-2 Tull力 算定のための基礎資 |夕 |

試験体

加力方法

降伏時 2/8Pll ax‖き Pmax綱守

破壊状況荷 重

IPy)LN

変 位

(お y)lBl」

荷 員

Ш

変 位

■ll

荷 重

kN

変 位

EllD記 号 番 ll

0 単 訓
用般爺tl lエロヘЦ)め り込み佼, Fリ フト
ビン什置で l:台 の申攘蛹定焼

l

一方向
繰返 L′

21 メリ型 金 の 土 甘 へ の め り込 み、1受 , ドリフ ト

ビン位置で 11台の割製破峡
角庫金の十台へのめりいみ後, ドリフト
l・
・シ位置で土台の割製破襲

角

"金
の |:台へめめり込み後, ドリフト

ビン位障で土台の制裂繊壊

角座やlrp_L台 へのめり込み後, トリフト
ビン位置で土台の割裂ltt城

角座やの寸:台へのめり込み後, トリフト
rン位置で土台の割裂破壇

角μ金の 1:台 へのめり込み後! トリフト
ビン位置で柱の割製硼表

3

J

132

126

27

b

6

平均 27

標準偏井 1 11

変動係数 0060 0 066

ばらL'き係数 0846 0816

短期基騨 1上 耐力
eo!)kN 回

{注)短期基準り1張耐力 (Pol)は ,

した値のうち小さい方とし,

降伏耐力Py又は2/3Paaxの 平均値に,それぞれのばらつき係数を乗じて算 ||:

口に示した伯である
"

〓
ざ
」
側

恒

……No 4 最大荷重 21:

|

No.2 最大荷重 20.9kl

最大荷講 24 6kN

No l■臨 6の包絡線

固定点で角座金の土台へのめり込み

角座金の土台へのめり込み後, ドリフトビン

位置で土台の割裂破壊

角座金の土台へのめり込み後: ドリフトビン

位置で柱の割裂破壊

――ト

変 位 δl輛耐

ri f一 変 位 包 絡 線 の 比 較

(財 )建材試験ヤンター
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P暉

Py
δy

2/3Pm
Pロ

δv
δυ

K

Ds

2/8PttaX

;

,
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試験体記号 i Cl 試 験 項 目 :

発fi番号 :第 09A21/16号

引 張

〓

〓

劇

世

３

ご

麒

陣

Ξ

〓

幅

に

〓
ど
」
糊

に

15        2o

変 位 。](mm)

10        15        20

変 位
`llnm

菫

Ｉ

回

に

３

〓

幅

に

/3Pmax

卜δl轟線

―一― 飾 線

―●― 完全弾塑性モデル

Py:降伏耐力 δy:献変位

PU樅局耐力 δu:終局変位
δv:完全弾塑性モデルの降伏点変位

K:初Nlltt Ds:構造特性係数

(注 )δ lは柱の上下方向変位を示す。

25    30

ど曲 線,包 絡 線 及 び 完 全 弾 塑 性 モ デ ル

(則
｀)建材試験センター
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P耐  :20 9 kN
Py :12 0 kW
」y  :  夕.5 mm

2/3P■ : 1319 卜N
Pu  : 18 4 kN
δv  :  3 7 mm
δu  : 6 3 mm
К   : 51 2 kl1/cm
Ds  10 01

No 3
L ID01:DGI

P"  :21.5 kN
Pγ   :13.2k‖
δy   :  2 4 mm

2/3Pl,:14.3 kN
Pu :19,3k‖
lv   :  3.5 mロ

01   : 10.l nロ

K    : 55 0 kl1/llII

Ds :0,46{δ u,Plll

iFri「/3P孟

″り ::口 1
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Pm
Py
δy

2/8Pm
Pu
δv

∂u

K
Ds

／
％

0

一一一

‥
―
―
―
―
―
ユ一

Pn :22.7k‖
Py :141 k‖
6y : 23口 :1

2/3Pni15.l kN
Pu  :20.O kN
δY : 3.4 mm
δu   :  6 8 mm

K   : 61.3 kN/cn
Ds  :0.58

Pm
Py
δy

2/3 Pin

Pu
δv

δu

l(

Ds

４

４

３

６
．
２
．
４

４

■
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試験体記号 i Cl

:0         15        20

変 位 6 21mi

10    15    20    75
変 位 δ,(硼 m)

発行番号 :第 09A2146号

試 験 項 日 :弓 1張

10        15        20

変 位 021口 ‖

1注)δ 21麟主と土台の相対上下方向変位を示丸

ョ
〓

側

恒

|

L´ 二
(財)建材試験センター
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発行番号 :第 00A2146号

C卜
|

臨=2面

=Ⅲ
嘲い.こ ■■

写真-1 破壊状況

試験体奇l号 iC卜 |

最 大 荷 重:20 9kN

角序金の十台へのめり込

み後,ド リフトピン位置で

土台の害1裂破壊

写真-3 11n壊状況

1式験体記号 iC1 3

最 大 荷 II:21.5kN

角 lli‐・金の上台へのめり

み後, ドリフ トピン位

土台の害1裂破壊

写真 5 破壊 1犬況

試験体記号:C卜 5

最 大 荷 重:22.7kN

角座金 の上台へのめ り込

み後,ド リン トビン位置で

土台の割裂破塘

ー
_1こ

写真-2 破壊状況

試験体記号:01-2

最 大 荷 重:20,9kN

角座金の t台 へのめ り,△

み後,ド リフトピン位置で

土台の割裂破壊

写真-4 岐壊状況

試験体記号 :Cl-4

最 大 荷 重 :21.3kN

角座金の土台へのめり込

み後,ド リフトビン位置で

土台の割裂破壊

写真-6 破壊状況

試験体記号:C卜 6

最 大荷 重:24.OkN

角座金の上台へのめ り込

み後,ド リフトビン位置で

柱の害1裂破壊

１

１

１

‐

，

ハ

ー

61‐‐6
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(財 )建材試験センタヽ

一S/8-

C卜 2

以 F余 山


